
1 

2026 年 6 月 1 日 

各 位

会 社 名 科  研  製  薬  株  式  会  社
代表者名  代表取締役社長 堀内 裕之

（コード番号 4521 東証プライム市場）

問合せ先 広 報 Ｉ Ｒ 部 長 亀津 学

（TEL．03-5977-5002） 

新規創傷治癒材「シルクエラスチン創傷用シート」の保険適用に関するお知らせ

 科研製薬株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：堀内 裕之、以下「科研製薬」）は、

三洋化成工業株式会社（本社：京都府京都市東山区、代表取締役社長：原田 正大、以下「三洋

化成」）が製造販売承認を取得している新規創傷治癒材「シルクエラスチン創傷用シート」（以

下「本製品」）が、本日、難治性創傷を含む創傷治療において保険適用されたことをお知らせい

たします。

 本製品は、三洋化成が京都大学医学部附属病院との共同研究により開発した、遺伝子組み換

えタンパク質である「シルクエラスチン」を主成分としたシート形状の創傷治癒材です。創傷

部に貼付すると、シートが滲出液を吸収して溶解し、体温によりゲル化して創傷部を被覆・保

護することで、創傷治癒を促進します。

科研製薬と三洋化成は、2024 年 10 月に本製品の日本国内における独占的販売権に関するラ

イセンス契約を締結しております。また、三洋化成は、日本初の遺伝子組み換え技術を用いた

医療機器として、2024 年 4 月に製造販売承認申請を行い、2025 年 4 月に製造販売承認を取得

しました。

 科研製薬は三洋化成とともに、本製品による新たな治療法を一日でも早く患者さんにお届け

できるよう、発売に向けた準備を進めてまいります。本治療法は、慢性創傷（難治性創傷を含

む）をはじめとするさまざまな創傷治療における新たな選択肢として、患者さんの QOL 向上に

貢献することが期待されます。

【製品情報】

販売名 シルクエラスチン創傷用シート

一般名称 吸収性創傷被覆・保護材

承認番号 30700BZX00089000 
使用目的又は効果 全層創傷及び部分層創傷の治癒を目的に使用する。特に、既存治療に

奏効しない難治性創傷にも適応される。

製造販売承認日 2025 年 4 月 21 日 
償還価格 1cm2 当たり 1,460 円 
保険適用開始日 2026 年 6 月 1 日 
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＜製品写真＞ 

 
以上 

 
 
【三洋化成株式会社について】 
 三洋化成は 1949 年に京都に創業した機能化学品の製造販売業者です。石鹸や繊維用薬剤を

皮切りに、市場のニーズに合わせて製品のポートフォリオを多様化させてきました。現在では

国内外で 3,000 種類以上の製品を取り扱っています。三洋化成の製品は、自動車から電子機

器、化粧品や医療機器に至るまで、さまざまな業種で使用されています。三洋化成は、より安

全で環境にやさしく、人々の生活と社会をよりよくする製品を開発し、持続可能な社会の実現

に貢献することを目指しています。 
詳細は、https://www.sanyo-chemical.co.jp/をご覧ください。 
 
（参考資料） 
・2024 年 10 月 7 日公表 
新規創傷治療材料「シルクエラスチン創傷用シート」の 独占的販売権の契約締結について 
https://ssl4.eir-parts.net/doc/4521/tdnet/2507770/00.pdf 
 
・2025 年 5 月 7 日公表 
新規創傷治癒材「シルクエラスチン創傷用シート」の製造販売承認取得について 
https://ssl4.eir-parts.net/doc/4521/tdnet/2602616/00.pdf 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.sanyo-chemical.co.jp/
https://ssl4.eir-parts.net/doc/4521/tdnet/2507770/00.pdf
https://ssl4.eir-parts.net/doc/4521/tdnet/2602616/00.pdf
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本件に関するお問い合わせ先 
メディア・投資家・株主の皆さま 医療機関・卸関係者・患者の皆さま 
科研製薬株式会社 
広報ＩＲ部 
TEL：03-5977-5002 

科研製薬株式会社 
医薬品情報サービス室 
TEL：0120-519-874 

 
 
 

 
注意事項: 

  このニュースリリースに記載されている当社グループの事業に関する将来の見通し等の記述

は、現時点で入手可能な情報から予測したものであり、今後の様々な要因により実際の結果と

は異なる可能性があります。また、このニュースリリースに含まれている医薬機器（開発中の

ものを含む）に関する記述は、宣伝、広告等や医学的アドバイスを目的としたものではありま

せん。 


